
①顕微鏡測定 

要旨 

スライドガラスを重ねて押さえるとできる円や縦縞模様と同じ原理の，ニュートンリングに興味を持った．ねじを締めながら観察するとリングが中心から湧き出るように見え，m＝１次付近に暗環が出現しないことが

わかってきた．装置を新調して測定した結果，測定データは精度が比較的高いが，ねじの圧力の歪みでレンズの曲率半径の値にばらつきが生じ，何番目の暗線かが特定できないことがわかった．そこで，任意の暗環と

暗環の本数に着目することで三平方の定理を利用した定数 Cが求まることを発見し，「環間隔定数」と名付けた．この C値を求めることで，レンズが歪んだままでも曲率半径を導出できるようになった．さらに，暗環

半径の任意の２点以上あれば曲率半径を導出でき，この C値の比較は曲率半径の精度指標になることもわかった．この装置はピクセル値計測によって曲率半径の精度向上ができ，安価で精度高い波長測定装置にもなる

と考えている. 

動機,目的 
スライドガラスを重ね、指で押さえると、円の縦縞の模様

が見えることから、同じ原理であるニュートンリングに興

味を持った。ニュートン環を装置の中心に出現させるため

に調節ねじで調整しながら観察していると、円形のリング

が中心から次々と湧き出るように出現していることに気づ

いた。この現象に興味を持ち、その仕組みを調べてみるこ

とにした。また、顕微鏡測定やデジタルノギス測定等でも

ニュートンリング装置のレンズの“歪み”や“沈み”によって

暗環半径𝐫から曲率半径 R を算出できないことに気づいた。そのため、レンズの歪み等が生じて

も曲率半径 R を求めるための新たなシステムを開発することにした。 
方法 

装置はナリカ製NA-MN（曲率半径R=10）、光源はNa-D線を用い暗室

下で行う。 
1. 真上から観察するため、ニュートンリングの中心が暗になるように

セットする。 

2. デジタルノギスを用いて、ニュートンリング環の直径Dを測定する。 
3. 同様に顕微鏡を用いて測定する。 
結果 
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イノベーションポイント 

・レンズの“歪み”があっても，環間隔定数 C（Cn=√𝑟′2−𝑟2）により,精度高く

曲率半径が求まる。 

・任意の２点測定するだけで曲率半径 R を求めるシステムを開発した。 

展望 
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②デジタルノギス測定 

デジタルノギス,顕微鏡ともに R≒14m で一致し,標準誤差(SD)も小さい。しかし, 

相対誤差λは,λ=(14.13-10)/10=41%と非常に大きい。 

 レンズの歪みや沈みが生じるため、見える暗環は何番目か特定できないことが判明 

C値により、精度指標及び、曲率半径 R を得られることがわかった 。 

三平方の定理を用いたニュートンリング解析 

～新たな解析法の開発～ 
 


